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特
別
委
員
会
に
は
、
市
よ
り
新
し
い
西
棟
建
設
の
基
本
設
計
を
令
和

２
年
度
か
ら
開
始
す
る
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
市
の
担
当
部

局
か
ら
の
説
明
や
専
門
的
知
識
を
有
す
る
方
か
ら
の
意
見
聴
取
、
先
進

事
例
の
調
査
な
ど
に
よ
り
、
議
会
機
能
を
含
め
た
庁
舎
の
在
り
方
に
つ

い
て
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
今
年
３
月
に
市
へ
提
言
す
る
予
定
で
す
。

◆
調
査
の
方
向
性

①�

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、市
民
と
行
政
、

議
会
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
50
年
60
年

先
ま
で
持
続
可
能
な
施
設
整
備
の
必
要
性

②�

人
口
減
少
並
び
に
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
時
期

に
見
合
っ
た
機
能
変
化
が
可
能
な
施
設
整
備
の
必
要
性

12月２日開会
本　会　議

市長から議案22件、
報告１件を提出後、
議案についての提案
理由を説明

（期間中追加議案15件）

12月６日・９日～11日
本会議（一般質問）

16人が登壇し、議案
や市政の諸課題に関
して質疑応答

12月12日~13日
常任委員会

議案や陳情を審査

市議会だより
Vol.202 今回の主な内容 

●ここが聞きたい一般質問��２
●常任委員会の審査議案���５
●常任委員会の所管事務調査�６
●全員協議会の開催�����６
●12月定例会議の議決結果等��７
●議会報告会・意見交換会の開催��８

12月定例会議を開きました 〈12月２日〜12月17日（16日間）〉

12月17日閉会
本　会　議

各委員長から審査の
経過と結果の報告後、
討論、採決

タイトル写真：令和２年 福島市消防出初式の様子

ふくしま
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　11月５日緊急会議が開催され、令和元年台風第19号に係る
令和元年度福島市一般会計補正予算等の議案６件を審査、議決
しました。
　この台風19号は、本市として初めての大雨特別警報が発表さ
れるなど記録的な雨量、水位を観測するとともに、郷野目地区を
はじめ市内各所に浸水や土砂崩れなどの被害をもたらしました。
　今回提出された補正予算は、被害を受けた
市民の生活再建と、公共施設などの復旧に速
やかに着手するため計上されました。住宅の応
急修理や災害見舞金、農地の復旧支援、市税

などの減免など被災者支援に対応
する補正予算を各所管常任委員会
で審査し、すべての議案を可決し
ました。
　議決結果については、７ページ
をご覧ください。
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〜台風19号による災害対応の
� 補正予算を審査・議決〜

11月５日緊急会議を開催

議会トピック

詳しい資料を
ご覧いただけ
ます。
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■
行
財
政指

定
管
理
者
に
求
め
る

経
営
努
力 

宍し
し
ど戸　
一か
ず
て
る照

■Ｑ　
指
定
管
理
者
に
、
自
主
事
業
な
ど

の
開
催
割
合
を
高
め
る
な
ど
、
収
入

を
高
め
る
経
営
努
力
を
求
め
て
い
る
か
。

■Ａ　
指
定
管
理
施
設
の
管
理
運
営
評
価

方
法
は
、
今
年
度
か
ら
目
標
値
の
達

成
状
況
を
重
視
、
独
自
の
取
り
組
み
を
評

価
す
る
手
法
に
見
直
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
前
年
度
は
、
管
理
状
況
の

評
価
が
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
施
設
が
全

体
の
７
割
近
く
を
占
め
て
い
た
が
、
今
年

度
は
、
ほ
ぼ
半
数
が
目
標
値
に
達
し
て
い

な
い
と
い
う
評
価
に
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議
の

場
に
お
い
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
積
極
的
な
自
主
事

業
へ
の
取
り
組
み
に
よ
る
利
用
者
と
収
入

の
増
加
を
促
す
な
ど
、
経
営
努
力
を
求
め

て
い
る
。

　
今
後
も
、
民
間
の
能
力
を

活
用
し
、
制
度
運
用
を
進
め

て
い
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と人

権
問
題 

山や
ま
だ田　

　
裕
ゆ
た
か

■Ｑ　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
点
か
ら
も
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
職
務
評
価

の
導
入
、
公
務
で
働
く
女
性
非
正
規
職
員

の
処
遇
と
賃
金
を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
。   

■Ａ　
非
常
勤
職
員
の
処
遇
は
、
性
別
に

よ
る
格
差
を
設
け
る
こ
と
な
く
任
用

を
行
っ
て
い
る
。

　
来
年
度
か
ら
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
へ
と
移
行
し
、
職
務
内
容
に
応
じ
た

基
本
給
に
加
え
、
勤
務
条
件
に
応
じ
た
期

末
手
当
や
退
職
手
当
の
支
給
、
年
次
有
給

休
暇
の
繰
り
越
し
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
処

遇
の
改
善
が
図
ら
れ
る
。

　
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
趣
旨
は
承

知
し
て
い
る
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
が
正
式
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
地
方
公
務
員
法
を
踏
ま
え
、

他
自
治
体
の
動
向
な
ど
を
今

後
、
注
視
し
て
い
く
。

■
く
ら
し
・
安
全

大
型
台
風
災
害
に対

す
る
対
応  

石い
し
は
ら原　

洋よ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎

■Ｑ　
台
風
19
号
に
対
す
る
対
応
の
反
省

と
課
題
点
は
。

■Ａ　
市
民
の
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
適

切
な
避
難
情
報
の
発
信
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
防
災
情
報

配
信
シ
ス
テ
ム
の
強
化
や
多
重
化
を
検
討

す
る
。

　
避
難
所
の
開
設
数
や
場
所
お
よ
び
開
設

の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
運
営
な
ど
の
課
題
を
と

ら
え
見
直
し
を
進
め
る
。

　
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
河
川
の
整
備
と

管
理
、
内
水
へ
の
対
策
も
課
題
で
あ
る
。

　
被
災
者
支
援
と
し
て
、
相
談
窓
口
の
出

張
所
を
設
け
、
ま
た
、
災
害
ご
み
へ
の
対

応
は
被
災
地
区
に
直
接
収
集
訪
問
す
る
な

ど
の
支
援
に
努
め
て
き
た
。
一
方
、
業
務

効
率
や
被
災
者
へ
の
配
慮
の
観
点
か
ら
反

省
点
も
あ
っ
た
。

　
検
証
作
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
部
局

お
よ
び
災
害
対
策
本
部

全
体
の
課
題
を
明
ら
か

に
し
て
、
解
決
に
努
め

て
い
く
。 

実
践
的
な
避
難
の
在
り
方
と

避
難
計
画
の
策
定

真さ
な
だ田　

広ひ
ろ
し志

■Ｑ　
避
難
所
開
設
は
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
設
置
が
望
ま
れ
る
。
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
や
実
践
的
な
避

難
計
画
の
策
定
を
す
べ
き
で
は
。

■Ａ　
台
風
19
号
災
害
で
は
、
市
内
の
地

理
的
な
バ
ラ
ン
ス
と
、
非
常
時
に
際

し
市
民
に
戸
惑
い
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と

を
考
慮
し
、
最
初
に
自
主
避
難
所
と
し
て

19
カ
所
開
設
し
た
。

　
追
加
で
開
設
し
た
避
難
所
は
、
各
河
川

や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
、
な
る
べ
く
近

く
、
か
つ
安
全
な
場
所
を
選
定
し
た
が
、

二
次
災
害
の
危
険
が
あ
る
避
難
所
は
開
設

し
な
い
こ
と
か
ら
、
地
区
に
よ
っ
て
は
遠

距
離
と
な
る
状
況
も
あ
っ
た
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
よ
り
安
全
で
実

践
的
な
計
画
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
し
て
い
く
。台

風
19
号
に
よ
る
災
害
避
難

高た
か
ぎ木　
直な
お
と人

■Ｑ　
当
初
避
難
を
想
定
し
て
い
た
避
難

所
が
満
杯
で
、
他
の
避
難
所
へ
移
動

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
方
々
が
い
た
。
避

難
所
の
受
け
入
れ
状
況
を
知
ら
せ
る
情
報

の
発
信
が
必
要
で
は
。

■Ａ　
指
定
避
難
所
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

混
雑
状
況
を
市
民
に
向
け
情
報
発
信

す
る
こ
と
は
、
安
全
な
避
難
行
動
を
促
す

上
で
重
要
で
あ
る
。

　
現
在
は
、
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
容
量

や
操
作
す
る
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
整

備
や
人
員
体
制
の
強
化

な
ど
の
対
策
を
講
じ
、

情
報
発
信
に
努
め
る
。

�
一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

こ
こ
が
聞
き
た
い

 一般質問とは？
　それぞれの議
員が、議案や市
民の皆さんの生
活にかかわる身
近な市政の課題
に対して行う質
問です。

避難誘導
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浸
水
し
た
地
域
で
の

住
民
説
明
会
の
開
催

村む
ら
や
ま山　

国く
に
こ子

■Ｑ　
浸
水
し
た
地
域
ご
と
に
、
浸
水
し

た
経
緯
と
経
過
や
支
援
制
度
な
ど
に

つ
い
て
住
民
説
明
会
を
行
う
べ
き
で
は
。

■Ａ　
浸
水
被
害
が
大
き
か
っ
た
郷
野
目

地
区
に
お
い
て
、
浸
水
被
害
状
況
や

今
後
の
復
旧
方
針
な
ど
を
直
接
説
明
し
、

地
元
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、

地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
住
民
説
明

会
の
開
催
を
調
整
し
て

い
る
。

　
他
の
地
区
に
関
し
て

は
、
地
元
の
意
向
も
伺

い
な
が
ら
検
討
す
る
。 

防
犯
対
策

斎さ
い
と
う藤　

正ま
さ
お
み臣

■Ｑ　
先
進
自
治
体
に
倣
い
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
・
管
理
に
特
化
し
た
基
本

ル
ー
ル
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

■Ａ　
民
間
団
体
な
ど
に
よ
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
な
ど
を
保
護
す
る
と
と

も
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
お
よ
び
運
用

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

今
後
、
警
察
や
関
係
機

関
と
協
議
を
行
い
、
基

本
ル
ー
ル
の
策
定
を
検

討
す
る
。

■
環
境
・
ご
み

宅
地
の
土
砂
やが

れ
き
の
撤
去  

小お
ぐ
ま熊　
省
し
ょ
う
ぞ
う三

■Ｑ　
環
境
省
の
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事

業
を
活
用
す
れ
ば
、
宅
地
内
に
入
っ

た
土
砂
と
が
れ
き
と
が
混
ざ
っ
て
い
る
場

合
で
も
国
50
％
、
特
別
地
方
交
付
税
45
・

7
％
の
公
費
で
撤
去
可
能
で
あ
る
。
災
害

等
廃
棄
物
処
理
事
業
を
活
用
す
べ
き
で

は
。 ■Ａ　

台
風
19
号
を
直
接
的
な
起
因
と
す

る
一
般
家
庭
の
宅
地
に
流
れ
込
ん
だ

土
砂
混
じ
り
が
れ
き
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

環
境
省
所
管
の
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業

費
補
助
の
対
象
と
な
り
得
る
た
め
、
水
害

ご
み
と
同
様
に
、
宅
地
外

に
出
さ
れ
た
土
砂
混
じ
り

が
れ
き
と
し
て
収
集
運
搬

を
実
施
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
設
置
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン  

佐さ

さ

き
々
木　
優ゆ
う

■Ｑ　
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
の
際
、
安

全
対
策
な
ど
が
妥
当
な
も
の
か
分
か

ら
な
い
た
め
、
住
民
は
専
門
家
の
判
断
な

ど
を
要
望
し
て
い
る
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
対
応
で
き
る
の
か
。

■Ａ　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
事
業
者
の

責
務
と
し
て
、
水
害
な
ど
の
災
害
防

止
対
策
を
講
じ
る
こ
と
、
周
辺
環
境
や
景

観
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
こ
と
な
ど
を
定

め
て
お
り
、
市
と
し
て
は
遵
守
を
強
く
求

め
て
い
る
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
な
ど
に
関
し

て
は
、
関
係
法
令
お
よ
び
要
綱
な
ど
に
基

づ
き
、
各
所
管
部
署
に
お
い
て
指
導
、
審

査
す
る
。
安
全
対
策
な
ど

の
妥
当
性
を
判
断
す
る
た

め
、
必
要
に
応
じ
、
外
部

の
専
門
家
な
ど
の
意
見
を

求
め
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

■
福
祉
・
健
康

子
ど
も
・
子
育
て

新
ス
テ
ー
ジ
プ
ラ
ン  

小こ
ま
つ松　

良よ
し
ゆ
き行

■Ｑ　
子
ど
も
・
子
育
て
新
ス
テ
ー
ジ
が

示
さ
れ
た
が
、
施
策
の
概
要
は
。 

■Ａ　
子
ど
も
・
子
育
て
新
ス
テ
ー
ジ
は
、

保
護
者
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
た
新

た
な
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
り
、
日
本
一

の
子
育
て
環
境
を
目
指
す
条
例
の
制
定
、

休
日
保
育
、
病
児
・
病
後
児
保
育
な
ど
多

様
な
保
育
の
充
実
、
個
性
あ
る
幼
児
教

育
・
保
育
事
業
を
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
本
市
産
の
農
産
物
な
ど
を
小
・

中
学
校
、
保
育
施
設
な
ど
の
給
食
で
使
用

拡
大
し
地
産
地
消
を
推
進
す
る
福
島
型
給

食
推
進
事
業
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援

員
な
ど
の
処
遇
改
善
、
保
育
施
設
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
多
子
世
帯
利
用
者
負
担
の

軽
減
、
国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も
の
均

等
割
課
税
額
の
軽
減
を
実
施
す
る
。

　
一
方
、
新
た
な
支
援
施

策
の
実
施
に
あ
た
り
、
子

育
て
世
帯
応
援
手
当
な
ど

の
既
存
事
業
を
見
直
し
、

財
源
を
捻
出
す
る
。

育
児
と
介
護
を
同
時
に
行
う

ダ
ブ
ル
ケ
ア  

丹た
ん
じ治　
　
誠
ま
こ
と

■Ｑ　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
相
談
窓
口
設
置
の

検
討
状
況
は
。 

■Ａ　
育
児
期
に
あ
る
方
が
親
の
介
護
も

同
時
に
担
う
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

は
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本
年

度
か
ら
市
内
22
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
集
計
し
た
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
関
連
す
る
複

合
的
な
相
談
件
数
は
４
月
か
ら
10
月
ま
で

で
、
実
人
数
４
３
５
人
、
延
べ
１
，
０
６

３
件
。
市
民
へ
の
啓
発
や
相
談
窓
口
で
あ

る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
子

育
て
相
談
セ
ン
タ
ー
・
え
が
お
の
周
知
を

図
る
。

　
今
後
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

多
機
関
協
働
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
相

談
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
次
期
地
域
福

祉
計
画
の
地
区
懇
談
会
で
の
意
見
や
地
域

福
祉
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

総
合
的
に
支
援
を
提
供
す
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
検
討
す
る 

。
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減
塩
作
戦
の
成
果
を
見
え
る
化

二に
か
い
ど
う

階
堂　
武た

け
ふ
み文

■Ｑ　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
減
塩

作
戦
運
動
の
継
続
性
を
促
す
た
め
に
、

国
保
特
定
健
診
の
尿
の
検
査
項
目
の
中
に

塩
分
摂
取
量
を
追
加
す
る
こ
と
が
有
効
で

は
。■Ａ　

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
主
な
発
症

因
子
と
し
て
、
血
圧
、
血
糖
、
脂
質
、

喫
煙
が
あ
げ
ら
れ
、
特
定
健
診
の
項
目
と

な
っ
て
い
る
。
摂
り
す
ぎ
て
い
る
塩
分
を

減
ら
し
、
ど
の
く
ら
い
塩
分
を
摂
取
し
て

い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
血
圧
を
下
げ

る
た
め
に
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
市
内
の
医
療
機
関
で
は
、
外
来
患
者
に

尿
中
塩
分
測
定
を
取
り
入
れ
、
栄
養
相
談

の
実
施
を
す
る
な
ど
、
減
塩
に
よ
る
生
活

習
慣
病
予
防
の
動
き
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
特
定
健
診
に
お
け
る
尿
検
査
に
よ
る
塩

分
摂
取
量
測
定
に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効

果
な
ど
を
検
証
の
上
、
関
係
機
関
と
協
議

し
、
検
査
項
目
に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
妥

当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

健
都
ふ
く
し
ま
創
造
事
業
の

全
体
像  

石い
し
や
ま山　

波な
み
え恵

■Ｑ　
健
都
ふ
く
し
ま
創
造
事
業
で
取
り

組
む
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く

り
が
目
指
す
姿
な
ど
の
全
体
像
は
。

■Ａ　
他
の
地
域
と
比
較
し
て
多
い
心
筋

梗
塞
と
脳
卒
中
の
予
防
を
重
点
課
題

と
し
て
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り

運
動
を
進
め
、
長
い
人
生
で
健
康
を
享
受

で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
、
と
い
う
の
が
健

都
ふ
く
し
ま
創
造
事
業
の
目
指
す
姿
。

　
具
体
的
に
は
、
ま
ず
自
分
の
健
康
の
目

標
を
掲
げ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
目
標
達
成

を
目
指
すbeyond2020

マ
イ
ベ
ス
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
。

　
市
の
公
共
施
設
で
の
禁
煙
強
化
、
Ｊ
Ｒ

福
島
駅
周
辺
区
域
で
の
路
上
禁
煙
を
実
施
、

受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、

国
の
法
令
よ
り
一
歩
踏
み
込
み
取
り
組
む
。

　
地
域
の
健
康
づ
く
り
は
、
体
制
を
整
備
、

取
り
組
み
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
工
夫
、

励
ま
し
あ
い
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く

り
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
際
、

運
動
、
生
涯
学
習
活
動
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
。

　
職
場
の
健
康
づ
く
り
は
、
職
場
で
の
健

康
へ
の
意
識
を
高
め
、働
き
方
改
革
、ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
と
併
せ

て
、
検
診
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
、
食
生
活
や

運
動
な
ど
の
生
活
改
善

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
む
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
健
都
ふ

く
し
ま
創
造
事
業
を
積

極
的
に
実
施
す
る
。

病
児
保
育
の
今
後
の
対
策

佐さ
は
ら原　
真ま

き紀

■Ｑ　
病
児
保
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
今
後
の
具
体
的
な
方
針
は
。

■Ａ　
昨
年
度
実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
た
子
ど
も
・
子
育
て

新
ス
テ
ー
ジ
プ
ラ
ン
の
策
定
作
業
を
現
在

進
め
て
い
る
。
保
護
者
の
就
労
希
望
の
高

ま
り
と
就
労
形
態
が
多
様
化
す
る
中
、

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
安
心
・
安
全
な
子
育

て
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
新
た
に
病
児
対
応
型
を
実
施
す
る
と
と

も
に
病
後
児
対
応
型
を
増
設
す
る
ほ
か
、

病
児
・
病
後
児
な
ど
の
緊
急
保
育
事
業
を

新
た
に
実
施
す
る
な
ど
、
病

児
・
病
後
児
保
育
の
充
実
に

つ
い
て
計
画
に
盛
り
込
み
積

極
的
に
取
り
組
む
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て
の
対
策 

川か
わ
ま
た又　

康や
す
ひ
こ彦

■Ｑ　
猫
の
殺
処
分
数
を
減
少
す
る
た
め

に
野
良
猫
へ
の
避
妊
・
去
勢
の
実
施

に
対
す
る
補
助
制
度
が
有
効
で
は
。

■Ａ　
不
幸
な
子
猫
を
増
や
さ
な
い
取
り

組
み
と
し
て
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
不
妊
去
勢
手
術
の
補
助
は
、
一
定
の
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
適
切
な
実
施

方
法
や
財
源
確
保
の
方
法
も
含
め
、
制
度

の
導
入
に
向
け
て
検
討

す
る
。

■
ま
ち
づ
く
り

福
島
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
に
よ
る
施
策

沢さ
わ
い井　
和か
ず
ひ
ろ宏

■Ｑ　
個
人
負
担
の
タ
ク
シ
ー
利
用
に
つ

い
て
、
市
が
市
民
と
タ
ク
シ
ー
業
者

と
の
仲
立
ち
を
し
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
提

示
し
、
積
極
的
に
調
整
に
入
る
べ
き
で
は
。

■Ａ　
小
規
模
需
要
エ
リ
ア
に
お
け
る
地

域
内
交
通
の
確
保
の
た
め
、
個
人
負

担
の
タ
ク
シ
ー
活
用
の
検
討
が
必
要
と
さ

れ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
や
タ

ク
シ
ー
事
業
者
と
の
意
見
交
換
を
行
う
。

　
併
せ
て
、
先
進
的
な
タ
ク
シ
ー
を
活
用

し
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
事
例
と
し
て
、
自

宅
か
ら
地
域
拠
点
と
な
る
目
的
地
ま
で
送

迎
す
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
や
、
同

じ
目
的
地
の
人
が
１
台
の
タ
ク
シ
ー
に
相

乗
り
す
る
こ
と
で
割
安
に
タ
ク
シ
ー
を
利

用
で
き
る
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
他
都

市
の
取
り
組
み
事
例
を
示
し
な
が
ら
、
地

域
と
行
政
が
支
え
る
持
続
可

能
な
小
さ
な
交
通
の
導
入
実

現
に
向
け
て
、
官
民
連
携
に

よ
り
取
り
組
む
。

一般質問など
本会議の

録画中継は
こちらから
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常　任　委　員　会
※各常任委員会に付託された主な議案の内容を紹介します。

◆震災復興パネル展企画・運営業務委託費
　東日本大震災から10年目の節目を迎えることか
ら、震災の記憶や復興の軌跡、新たなまちづくりの
方向性などを国内外に発信するため、震災以降の復
興年表をベースに市民参加型パネル展として、写真
と資料を市民の皆様方からも幅広く提供いただき、
多くの来館が見込まれる駅周辺の公共施設などに、
今年７月上旬から来年３月下旬まで展示する。

◆工事請負契約の件（福島養護学校校舎等改築事
業 校舎棟・ものづくり棟改築工事）
　福島養護学校の敷地内における建て替え計画によ
る建築工事のため、
建築、電気設備、機
械設備の３件の工事
請負契約を締結し、
令和３年６月30日を
工事期限とする各工
事を行う。

◆農業施設災害復旧費
　昨年11月以降に実施された台風19号の影響によ
る法面崩落や土砂堆積、砕石流失などの現地被害調
査により、追加された農業用施設74件（水路52件、
農道５件、堰５件、ため池12件）の復旧工事を行う。
　工事の際は、各地区における春の営農活動の状況
を踏まえながら、地区単位にて実施する予定である。

◆古関裕而を活かしたまちづくり事業費
　古関裕而氏の功績や音楽を広く発信するため、駅
前通りからレンガ通りまでを「古関裕而ストリート」
として位置づけ、楽曲再生装置の設置、オリジナル
ロゴによるフラッグ
とのぼり旗の制作、
レンガ通り装飾によ
る整備を行う。

◆福島市夜間急病診療所条例の一部改正
　今年４月１日より、休日当番医の緊急代替診療や
大規模なイベントにおける救護所などとしての施設
利用に対応するため、休日昼間の利用を可能とする
規定を設け、救護体制の強化を図る。
　また、今後も持続可能な診療体制の継続を目指し、
医師および医療スタッフの
深夜帯の労働環境改善を図
るため、午前８時までの診
療終了時間を午前７時30分
までに改定するとともに診
療受付時間を診療終了時間
の30分前までとする。

◆バリアフリー推進事業費
　東京オリンピック・パラリンピックを契機として、
官民一体で取り組みを進める「誰にでもやさしいま
ち ふくしま」の実現に向け、中央・蓬萊（分館含む）・
もちずり・吉井田・信陵の各学習センターのバリア
フリー改修を行う。

◆古関裕而を活かしたまちづくり事業費
　東京オリンピック・パラリンピックの野球・ソフ
トボール競技の一部が本市で開催されることや連続
テレビ小説の放映により、本市を訪れる来訪者の増
加が見込まれることか
ら、震災からの復興を強
くアピールし、元気な福
島の今を演出するため、
福島駅を発着とする「古
関裕而メロディーバス」
を購入する。

◆緊急自然災害防止対策事業費
　近年、激甚化している災害に対応するため、国の
「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」
と連携し、大雨時の浸水被害を未然に防止するため、
馬川ほか７河川において河道掘削を行う。
　また、溢水時の初期対応時間の確保と浸水被害の
軽減を図るため、祓川に雨水貯留施設を設置する。

総 務

経 済 民 生

文 教 福 祉

建 設 水 道

古関裕而メロディーバス
架装イメージ

夜間急病診療所
（上町５－６ 上町テラスビル２F）

福島養護学校イメージパース

現在のレンガ通りの様子
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地域における健康づくり活動の様子

常任委員会の所管事務調査の活動をお知らせします
　市議会では、各常任委員会が所管する市の事務に関する調査を行い、その調査結果に
基づき、市長などに対し、政策立案と政策提言を積極的に行うこととしています。

総 務 ◆調査テーマ：�人口減少等の社会変化を見据えた持続可能な行政の在り方
に関する調査

（調査目的）今後の生産年齢人口の減少による労働力不足、行政システムや業務プロセ
ス等の変化など、将来を見据えたより効率的かつ持続可能な行政の在り方について調査
を行う。

文 教 福 祉 ◆調査テーマ：�「健都ふくしま」実現に向けた健康づくりの取り組みに関する
調査 

（調査目的）急性心筋梗塞や脳梗塞による死亡率が全国平均よりも高い本市
の現状において「健都ふくしま」の実現に向け、心の健康を含めた健康寿命
の延伸を目指した取り組みについて調査を行う。 

経 済 民 生 ◆調査テーマ：�古関裕而氏を活かしたにぎわいの創出に関する調査

（調査目的）連続テレビ小説の放映を見据えて開始した「古関裕而のまち・
ふくしまシンフォニー」によるまちづくりが、将来に渡って、街なかに賑わ
いを呼ぶための取り組みとなるよう、古関裕而氏を活かした交流人口の拡大
とまちなかのにぎわい創出について調査を行う。 

　全員協議会は、11月５日緊急会議の閉会後に「福島駅前交流・集客
拠点施設整備基本計画の策定状況」及び「福島駅東口地区市街地再開
発事業について」を協議題として、議会からの要請により開催しました。
　市から、施設に関するコンセプト案、構成案、運営・管理の方向性、
施設の効果的な活用によるにぎわいづくりの検討内容や、福島駅東口
地区市街地再開発事業と合わせて今後の予定などについて説明を受け
ました。

■主な質疑応答
Q：福島駅前交流・集客拠点施設の利用料についてどのように考えているのか。
A：�公会堂、市民会館の機能を持つため、営利、非営利、公共団体の利用などケースによって利用料を変え

ることも想定される。但し、施設管理運営において貴重な財源であり、利用対象者と利用効率を勘案し、
バランスの取れた利用料の設定を考えている。

Q：来年度の予算はどのような形か？議会として確認できるのか？
A：�来年度予算は、再開発事業に対する補助金や、駅前交流・集客拠点施設の設計をチェックするための費

用などが想定される。駅前交流・集客拠点施設の検討経過については、これまでも議会への情報提供に
努めており、引き続き、予算審議の場なども含めて説明をしていく。

〜全員協議会を開催〜

福島駅東口前の
検討状況を聞き取る

建 設 水 道 ◆調査テーマ：�道路の効率的な維持管理・安全対策に関する調査

（調査目的）高度経済成長期から急速に整備が進められてきた本市の道路は、
老朽化が進み、今後、点検や補修を必要とする道路の増加が見込まれるため、
限られた財源や人員の中で、効率的に維持管理していくための課題や手法に
ついて調査を行う。 
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〔市長提出議案／６件〕
区　分 件　　　名 議決結果
令和元年度 
補正予算 福島市一般会計、福島市下水道事業会計、福島市農業集落排水事業会計 ○

条例制定案
令和元年台風第19号関連災害による被災者に対する市税の減免に関する条例

○令和元年台風第19号関連災害による被災者に対する国民健康保険税の減免に関する条例
令和元年台風第19号関連災害による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例

〔市長提出議案／35件〕
区分 件　　　名 議決結果

令和元年度 
補正予算案

福島市一般会計、福島市水道事業会計、福島市飯坂町財産区特別会計、福島市後期高齢者医療事業費特別会計、
（追加議案）福島市一般会計、福島市水道事業会計、福島市下水道事業会計、福島市国民健康保険事業費特別会計、
福島市飯坂町財産区特別会計、福島市公設地方卸売市場事業費特別会計、福島市介護保険事業費特別会計、 
福島市後期高齢者医療事業費特別会計

〇

条例制定案 福島市無料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を定める条例 〇

条例改正案

福島市部設置条例

〇

福島市職員の分限に関する条例等
福島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
福島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
福島市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準を定める条例
福島市夜間急病診療所条例
福島市下水道条例
福島市水道条例
福島市消防団員の定員、任免、服務及び給与に関する条例
福島市職員の給与に関する条例

指定管理者
指定 中之湯、児童公園 〇

人事案件

教育委員会委員任命（渡邉慎太郎氏）

〇公平委員会委員選任（澤井功氏）
固定資産評価審査委員会委員選任（鈴木一三氏）
財産区管理委員選任（飯坂町財産区）（橋沼哲夫氏）

その他

民事調停申立て

〇

字の区域の変更
工事請負契約（福島養護学校校舎等改築事業　校舎棟・ものづくり棟改築工事（建築））
工事請負契約（福島養護学校校舎等改築事業　校舎棟・ものづくり棟改築工事（電気設備））
工事請負契約（福島養護学校校舎等改築事業　校舎棟・ものづくり棟改築工事（機械設備））
財産処分

〔委員会、議員提出議案／２件〕
区分 件　　　名 議決結果

意見書案 国土強靭化対策の推進を求める意見書 〇看護師と介護従事者の特定最低賃金の新設を求める意見書
〔請願・陳情／１件〕

区分 件　　　名 議決結果
陳情 看護師と介護従事者の特定最低賃金を新設するための意見書提出方について 〇

QR コードから、
各議案の概要を
ご覧いただけます。

結果※議決結果欄
　〇→原案可決、同意、認定、採択　　×→原案否決、不同意、不認定、不採択

〜　議　案　の　審　議　結　果　〜

11月５日緊急会議

12月定例会議

決まった
こと
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QRコードから
市議会のHPを
ご覧いただけます。

◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960−8601　福島市五老内町３番１号　
　電話 024－525－3776   FAX 024－534－2520　福島市議会 広報委員会あて
◆市議会ホームページをご覧ください。
　http://www.city.fukushima.fukushima.jp/gi-soumu/shise/shigikai/
発行：福島市議会　編集：広報委員会

３月定例会議予定
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

本会議
（定例日）

休　会
（議案調査）

本会議
（代表質問）

8 9 10 11 12 13 14
本会議

（代表質問）
本会議

（代表質問
・一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）
議会運営委員会

本会議
（一般質問）
予算特別委員会
（全体会）

15 16 17 18 19 20 21
常任委員会

予算特別委員会
（分科会）

常任委員会
予算特別委員会
（分科会）

常任委員会
予算特別委員会
（分科会）

議会運営委員会

常任委員会
予算特別委員会
（分科会）

（春分の日）

22 23 24 25 26 27 28
常任委員会

予算特別委員会
（全体会）

休　会
（事務整理）

議会運営委員会
本会議

（採決等）

◆本会議、委員会は、午前10時から開会予定です。
◆日程、開会時間は変更になる場合があります。
　詳しくは、議会事務局（☎525－3776）までお問い合わせください。
◆３月定例会議で審査する請願・陳情の締め切りは、３月３日㈫午前11時です。

　市議会の本会議と委員会は原則
として公開で行っています。
　議会の傍聴は、市政と議員の活
動を知る良い機会です。ぜひお気
軽にお越しください。
■本会議を傍聴するには
　会議当日に市役所７階、議会事
務局前の傍聴受付において、傍聴
券の交付を受けた後、議場へご案
内します。
　本会議における一般傍聴席の定
員は64名で先着順となります。
■委員会を傍聴するには
　会議当日に市役所７階、議会事
務局において傍聴券の交付を受け
た後、委員会室へご案内します。
　委員会における一般傍聴席の定
員は５名で先着順となります。
　なお、同時に５名以上の方の傍
聴希望がある場合は、抽選を行う
ことがあります。

議
会
報
告
と
併
せ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

〜
令
和
元
年
秋
季
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
を
開
催
〜

議会を傍聴して
みませんか

　

11
月
12
日
（
西
支
所
）・
13
日

（
北
信
学
習
セ
ン
タ
ー
）・
14
日

（
も
ち
ず
り
学
習
セ
ン
タ
ー
）・

15
日
（
杉
妻
支
所
）
で
、
令
和

元
年
秋
季
議
会
報
告
会
・
意
見

交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
64

人
の
方
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

◆
第
１
部　
議
会
報
告
会

　

６
月
及
び
９
月
定
例
会
議
と

11
月
５
日
緊
急
会
議
に
お
け
る

議
案
審
査
の
過
程
や
議
決
結
果

に
つ
い
て
、
各
委
員
会
所
属
議
員

か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
２
部　
意
見
交
換
会

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
台

風
19
号
に
関
連
し
、
避
難
所
や

防
災
に
対
す
る
課
題
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
、
ま
た
新
庁
舎
西

棟
の
建
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

詳しくは
こちらから


